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前 口 上

井a)頚線 ･Q駒場東大 甫･駅の ず駅前大学 ,である東大教養学部は､勿論純

然たる戦後派で旧制以来古い伝統を誇る東大 の中に存在する異分子的新制大学

(?)です｡他の国立大学の教養過程担当部局がすべて｢教養部｣であるのに, ここメ

だけが ｢教養学部｣ と称 して､教養学科､基礎科学科のこ学科のシニアヲ-ス

を持ってい ます｡文部省にとつ七は苦々しい存在のようです｡ このため､ シニ

アコースの講座制とジiェァコースの学科目制とが同一学部内に共存し､甚だ

構造を複雑此しています. 物理に関しては､基礎科学科 10 誇座のうちも 芦講

座と､ ジュニアの定点 (教授十助教授 19,助手 12)31名が教育と研究にあた

っています｡

周知のように文部省は韓盛制のところと,そうでないところに大きな格差を

つけていますから, ジュニア担当者に対する待遇は甚だよくありません｡ この

格差をなくすため､基礎科学科は.ほとんど実験で定点を埋め (理論は半誇塵)I.

-般教番担当の定点は55 近 くを理論家で満たしています｡現在後者の うち

原子核実験などできるわけがありませんから､ ジュニアの実験家 (12 名)紘

物性が主になっています｡

大学院の故紙は-1応学部とは別だということになっていますので､新制度発

足以来､教養学部の物理担当の教授,助教授は物理学専門課礎の担当教官に仲

間入りさせてもらってい ますC これとは別に基礎科学科をペースとする大学院

が ｢相関理化学｣専門課程と称し,今年度から発足しました｡ 基礎科学科の薄

座に属す＼る教官は皆そちらを畠当しても､ますo現在,物性関係の大学院学生の

大部分は理論で (lo宅)I.その他に若干名の実験学生が基礎科誇座担当の教

官の研究室に/分かれています｡後者の所属は､拾導教官の過去の履歴により､

物理学コース,相関理地学コ∵ ス､応用物理学 コース (工学系)とまちまちで,1

誠に複雑を極めても.,ます｡

このように､ ジユエア∴シニア.大学鹿の学生をかかえ､研究費は乏し上

兼用は多いのですから､研究を行 うのにはどう考えても適して いませんが､.a
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にか く ｢特集号｣を依額される巻度には認め られたのですか ら､外から見れば

一応の研究機関ということになるのだと思います｡とはいうものの. ｢阪大J

r名大｣の特集号のように､-大学全体の物性研究者を網羅するのではな くて､

東大の中の-部局 (それもスラム荷に近い 日 に限定されているので､これら

の立派な特集号に くらぺると大分見劣 りがするのは止むをえません｡ 大体 この

執筆者からして永宮先生や伏見先生とは貫銀の桁が違いますo適当にこの点を

renorⅡぬユiR;eして読んで頂けば幸いですO

教養学部が旧制一高を継承して発足したのは1949年 (昭24)で,一高

の銃器倉庫跡の建物が物理学教室でした0 1950年末に木造モルタル塗 りの

平屋嬢が隣接 して建てられ､ここに研究室の大部分がおさまりました｡その他

に当時の理工研 (今の宇宙航空研)の一隅を借用して研究室にあてていましたO

この頃は研究費 もまるで 0に近 く.図書室をみても古い一高の教科書虜ばかり

で､研究に役立ちそうな本だけ集めたら､今なら個人 (それもあまり大先生で

はない人)の蔵書としても恥ずかしい位でした占 学生実験用の乏しい助手定員

から､せめて素粒子と物性に各一人ずつでもということで理論助手が二人とれ

たのが 1956年の夏のことです｡

こうして,大学卒業したばかりで西 も東もわからない新米助手の嵐を据導し

て.液体ヘ リウムの二流体論や,常磁性共鳴吸収等の理論を勉強 させて下さっ

たのが.当時新進気鹿の碓井恒丸助教授です｡二人とも小谷研出身でしたから､

過一度ずつ本雅の小谷研へ里帰りをして分子関係の輪講に参加したり､駒場に

小谷研のOBが集 まって磁性の勉強をしたりしましたO

そのうちに超伝導は電子と格子振動の相互作用によっておこるといラ

FT3hLioh理論が撞出されて流行し始めました｡Wenも2ieユなども加わって素

粒子関係の人の興味をも引くようになり､物性論でも生成消滅演算子などを使

うようになりました｡金沢秀夫氏が物性へ敬がえされたのもこの頃で.液体ヘ

リウムの分子論に興味をもっておられた植田精三氏を加えて､低温のグループ

のようなものができてきました｡ 1954年 (昭29)には九大から小野周氏

を迎え.大学院学生 も入ってきて､皆で集 まって輪講をすると大分にぎやかに

なってきました｡ 静座制でないための利点は､研究室問の妙な壁が存在しない
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ことで､今でも毎週一回の物性理論の集 まりには∴全部が参加していますし､

金沢研とか小野研という呼び名も用_いられていません｡助手 もどこに所属する

ということはなく､教授や助教授と対等の立場で自主的に研究できます｡大学

院学生には緒等教官がきまっていますが､勉儀 は大体いつし･よにやっています｡

さて､固体物理や統計力学に第二量子化法がとり入れ られるようにな り､

Boh皿-Pines に始まる多体問題がここの物性理論ゲル-プの中心課題になっ

てきましたO大学院学生にもこういう問題は㌧魅力的だったようです｡そして金

沢氏を中心とする主流派の興味は固体 プラズ寸に次第-にい 王られてゆき､さら

に教室の実験グ}L,-プとも共同して研究を行 うようになりました｡電子線 ･光

学物性のゲル-プとの共同計画で機関研究を申静もためが){スして,電子顕徽

鏡も購入でき,この貧しい研究室iこもやつと実験室 らしい装置が見 られるよう

になったわけです｡

この頃 (1957-58)私はイギ リスのBristol 大学へ行 くことになり､_常磁

性塩の光スペク トルをやるようになったので､主流からは外か′る~ことになりま

した｡スペク トル強度の計算等をやって帰国しましたら､駒場では皆がグラフ

をかき･ aTe甲 関数を使って話をしているという有線で､何だか蘭島太郎に

なったような気がしました｡

小野周氏の非可逆過程グ}L,-プには､非常動素 師の･鋲 目俊夫氏 (木原研出身)

も加わづて rmo､deratedens.itiesの気体の輸送現象｣という論文.(物性理

論グループの項参府)もできたのですが,どうしたことか鏡 日氏はBolも盗manb,

讃brenfeBtの後を追ってしまったのは残念です去

碓井氏の基研転出の後まもなく1962年には本郷の小谷研から永野章夫氏

が助教授と･Lて来 られ.広い分野にわたり昆立たぬながら疎い洞察力で大学院

学生に緒導カを発揮するようになりました｡ 基礎科学科の発足に伴い､実験家
L

が少しずつ充実されてきましたが､鹿論家の申出正敏乾が植村研から迎え られ

て光物性の石桑研め助手になりました (現在はジェニーアの理論グループに移籍)｡

1964年には伊豆叫睦夫軽力歌 米から廟国赴任されて,物性理論ゲル-プに

-きわ活気を与えましたQ さらに､今年の4月-か ら､ ,_,新博士の本田直文民も木
ら

原研か ら助手として着任され､今秋松平升氏がカナダか歩帰国されると､物性

理論のスタッフ9人が揃 うことになります｡
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この間､ J研究室の膚物もコンクリートのものが少しずっでき,今年度未に現

在の計画が完成すると,一応皆がおさまることになります｡ 日本的な香りの高

かった木造の建物とは､やっとこの夏で別れを告げました｡悩みは､建物が少

しずつできたため,研究室が分散してしまったこ･とで,物性理論たそのしわよ

せがきています｡

各研究室の紹介に入る前に,全体の人員構成を記しておきますO

鷺 去冨苧芸芸芸子左手 各 3名

伊豆山鹿夫.植田精三､小野周,金沢秀夫,小出昭一郎,中山正敏､

.本由直交､松平升､水野幸夫､ (岩本文明) 大学院学生 10名

〔物性実験〕

藤本文麓.浦上沢之 (電子凝)

藤原邦男､末岡 惨 (陽電子消滅)

栗山昌郎 (固体物理)

玉木 英彦､伊藤隆,猪原章一 (放射線生物物理)

基礎科学科- (物理関係のみ)

高木佐知夫.石田輿太郎｣大学院学生2名 (電子線)

石島清三､佐々木泰三.江尻有郷.郵須崇夫,大学院学生3名 (光物性)

宅間 宏､壷威 武､大学院学生 3名 (非線型分光)

今井 勇,吉田 滋 (Exciton)

其隅泰三､田村 博 (Polaron)

理論教授 1､助手 1 人事進行中

このほかに中野滋氏が海外 (ベル リン)留学中です｡

以上を鮒おきとして､各研究室の紹介に入ります｡実験禍係の各項につけた

所書きは蛇足と思いますが､前後の開床をつけるために付け加えました･｡.目ざ

わりでしたらお許して さい｡ (編集者 :小出昭一郎)


